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　元ちゃんの

    　今 年 の 天 気　　「冬」　
旧暦 ： 神無月一日～師走三十日　新暦 ： 平成30年11月8日～平成31年2月4日
１. 元ちゃんの旧暦予想 「冬」　
常  玄  静  寒　    （変わらぬ冬（玄）に静かな寒さ）
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11月8日（新暦）からで、ほぼ平年通りの“冬入り”。本格的な冬の訪れは12月上旬（新暦）頃から。年内（新暦）いっぱいは寒さが残りそうです。2019年の正月（新暦）以降は、もちろん寒いですが、所々、春の息吹が感じられるかもしれません。冬の終わりは平成31年2月4日（新暦）。おお、立春で冬が終わります！ 
黒森を なにといふとも 今朝の雪（芭蕉）

 (写真：霜月廿六日＜新暦2019年1月１日＞播州赤穂大手隅櫓　新暦元旦晴れ)
2． 今年の 「冬」　
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季節事象
	観測日（新暦）
	観測日（旧暦）
	平年差

	初霜（銚子）
	12/16
	霜月十日
	+5

	初氷（銚子）
	12/16
	霜月十日
	-5

	カエデ紅葉（銚子）
	12/27
	霜月廿一日
	+15

	つばき開花（水戸）
	31/1/8
	師走三日
	-14

	初雪（銚子）
	1/26
	師走廿六日
	+9


平年差 ： ＋＜遅い＞　ー＜早い＞　　　　　　　　　　　　　【気象官署の季節観測】

新暦11月は暖かな日が続き、冬入りは遅くなりました。札幌では新暦11月20日に1876年以降最も遅い初雪を観測。この暖かさのせいでしょうか、新暦11月26日に横浜でタンポポが開花。こちらは1955年以来最も早い開花だそうです。そして関東地方では39年ぶりに “木枯らし1号”の発表がなされませんでした。暖かな冬の始まりになったようで、ここまでは若干元ちゃん予想は外れたかも。ところが、一転新暦12月に入り急に寒くなりました。本格的な冬入りは新暦12月上旬とする元ちゃん予想はみごと的中しました！新暦1月の関東地方はカラカラ天気。太平洋側の月降水量平年比は41％と1946年の統計開始以降で1位タイの少雨となりました。そう言えば、新暦1月1日早々台風が発生しましたね。1951年以降最も早い発生で、新暦元旦は初めてのことです。冬の終わりは新暦2月4日。この冬最終日は暖かくなり（東京では立春としては過去最高）、そして北陸では観測初日に春一番が吹きました（立春から春分の間に吹く強い南風を、春一番と呼びます）。
3． 元ちゃんの 「冬」　
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ヤマモミジ紅葉（御岳山）　　　　　十四夜月に月暈　　 　　　　　廿七夜月と金星     　　　　     部分日食
神無月十日(30/11/17)          神無月十四日(30/11/21)　  　 　霜月廿七六日（31/1/2）  　　    師走一日（31/1/6）
4． 元ちゃんの旧暦予想 「春」　新暦31.2.4～元.5.4
同  過  竹  秋      （暦どおりに過ぎる竹の秋）
平成31年の立春は新暦2月4日、春節（旧暦元日）は新暦2月5日。
ほぼ暦通りに春が始まります。また春の終わりも立夏に近く、この春は「平年並み」に過ぎていくでしょう。本格的な暖かさは、3月上旬（新暦）頃から。
春の自然観察会はいつも通りで大丈夫。
また春夏野菜の種蒔きも例年並みでよいでしょう。

いざ竹の 秋風聞かむ 相国寺（大江丸）






 旧暦続くよ、どこまでも！











